
日本秘湯
を守る会


周
年
記
念
式
典
を
開
催

「
継
承
と
共
創
」テ
ー
マ
に

「
深
山
山
荘
」が
開
業

黒
川
温
泉
　

離
れ
は
８
棟

室
に

海外の和食



広告表示オプション

山
陽
新
幹
線
開
業

年

感
謝
キ
ャ
ン
ペ
開
催
ＪＲ西

新
会
長
佐
藤
和
志
氏

代
表
理
事
２
人
制
に

　
い
ま
海
外
で
は
空
前
の
和

食
ブ
ー
ム
だ
。
出
汁

だ

し

の
「
う

ま
味
」
の
お
か
げ
で
動
物
性

脂
肪
に
頼
ら
ず
ヘ
ル
シ
ー
だ

と
、
健
康
志
向
の
欧
米
セ
レ

ブ
達
の
注
目
を
集
め
、
彼
ら

が
積
極
的
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
、

現
在
の
ブ
ー
ム
に
つ
な
が
っ

た
。
日
本
貿
易
振
興
機
構
の

２
０
１
４
年
３
月
の
調
査
で

は
、
日
本
料
理
が
「
外
国
人

の
好
き
な
外
国
料
理
」
の
第

１
位
に
輝
い
た
ほ
ど
だ
。

　
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

で
、和
食
人
気
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。ベ
ス
ト
シ
ー
フ

ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
と
呼
び
声

の
高
い
店
に
行
っ
て
み
る

と
、な
ん
と「
Ｒ
Ｏ
Ｗ
　
Ｂ
Ａ

Ｒ
」な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

り
、板
前
が
鮨す

し

を
握
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。そ
う
し
た

演
出
が
功
を
奏
し
て
か
、店

は
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
人
々

で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

　
そ
う
、
和
食
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
は
生
食
で
あ
る
。

海
外
で
も
「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
」
で
通
用
す
る
。
実
際
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
メ
ニ
ュ
ー

に
「
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
」
「
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
」
「
Ｒ
Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｓ
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
あ
り
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
な

ん
て
文
字
も
踊
っ
て
い
た
。

　
周
囲
を
見
渡
す
と
、
ど
の

テ
ー
ブ
ル
に
も
大
抵
握
り
鮨

や
刺
身
が
の
っ
て
い
て
、
皆

わ
り
ば
し
を
器
用
に
使
っ
て

い
る
。
単
純
に
シ
ー
フ
ー
ド

を
出
す
店
だ
と
思
っ
て
予
約

し
た
筆
者
は
い
さ
さ
か
面
食

ら
っ
た
が
、
日
本
の
料
理
や

習
慣
が
外
国
で
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
、
悪
い
気

は
し
な
か
っ
た
。

　
筆
者
は
海
外
で
は
あ
ま
り

和
食
を
食
べ
な
い
。
日
本
で

食
べ
た
方
が
ず
っ
と
お
い
し

い
に
決
ま
っ
て
い
る
し
、
い

く
ら
ブ
ー
ム
と
言
っ
て
も
、

ま
だ
結
構
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て

和
食
」
に
出
会
っ
て
ガ
ッ
カ

リ
す
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
せ

っ
か
く
な
ら
、
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
料
理
を
味
わ
っ
て

み
た
い
。
だ
が
、
こ
の
時
ば

か
り
は
宗
旨
替
え
し
て
、
勉

強
の
た
め
に
「
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
」
の
お
ま
か
せ
８
貫
を
い

た
だ
い
て
み
た
。
鮪ま

ぐ
ろ

が
三

種
入
っ
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ

が
「
Ａ
ｋ
ａ
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｕ
ｒ

ｏ
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
　
Ｍ
ａ
ｇ

ｕ
ｒ
ｏ
、
Ｔ
ｏ
ｒ
ｏ
」
と
説

明
し
て
く
れ
た
。
ア
カ
と
シ

ロ
っ
て
？
　
と
思
っ
た
ら
、

ア
カ
は
赤
身
、
白
は
ビ
ン
ナ

ガ
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
実
力
の
ほ
ど
は
と
言
う

と
、
シ
ャ
リ
は
ち
ゃ
ん
と
ジ

ャ
ポ
ニ
カ
米
だ
し
、
あ
ら
れ

切
り
の
帆
立
と
と
び
こ
を
和

え
て
の
せ
た
軍
艦
巻
き
な
ど

は
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
と
言

い
た
く
な
る
出
来
栄
え
だ
っ

た
。
し
か
し
本
当
の
お
目
当

て
は
、
カ
ナ
ダ
が
水
揚
げ
高

世
界
一
を
誇
る
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
ロ
ブ
ス
タ
ー
。
こ

れ
は
や
っ
ぱ
り
洋
風
で
し

ょ
、
と
グ
リ
ル
を
注
文
し
た

の
に
、
オ
ー
ダ
ー
ミ
ス
で
、

刺
身
で
出
て
来
て
し
ま
っ

た
。
蛇
腹
キ
ュ
ウ
リ
に
彩
ら

れ
、
奇
麗
に
飾
り
包
丁
を
入

れ
た
身
が
、
殻
の
上
に
横
た

わ
っ
て
い
る
。そ
れ
は
も
う
、

な
ん
ち
ゃ
っ
て
の
域
を
超
え

た
、
立
派
な
姿
造
り
で
あ
っ

た
。

　
と
言
っ
て
も
、
日
本
と
違

っ
て
頭
が
つ
い
て
い
な
い
。

動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
甲

殻
類
を
生
き
た
ま
ま
調
理
す

る
の
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
国
も
あ
る
ぐ
ら
い
だ
か

ら
、
活
造
り
の
頭
の
触
角
が

ピ
ク
ピ
ク
動
き
で
も
し
た

ら
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
我
々

に
は
何
だ
か
お
い
し
そ
う
に

見
え
ず
、
結
局
一
口
食
べ
た

後
グ
リ
ル
し
て
も
ら
っ
た
。

　
ビ
ミ
ョ
ー
に
違
う
海
外
の

和
食
。
で
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
良
さ
を
失
わ
ず
、
そ
の
国

の
文
化
に
溶
け
込
ん
で
、
名

実
共
に
世
界
一
の
食
の
ブ
ラ

ン
ド
に
な
る
日
は
、
遠
く
な

い
と
思
う
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
今
回
は
広
告
表
示
オ
プ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
広
告

表
示
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
広
告
が

上
位
に
表
示
さ
れ
た
際
に
、
広

告
の
下
部
に
別
ペ
ー
ジ
へ
の
リ

ン
ク
情
報
や
電
話
番
号
な
ど
を

表
示
す
る
機
能
で
あ
る
。

　
リ
ン
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
表
示

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ

ー
が
探
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
に
す

ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
、
ま
た
、
広

告
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
る
た
め
、

視
認
性
が
高
ま
り
、
ク
リ
ッ
ク

率
が
高
ま
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。

　
電
話
番
号
オ
プ
シ
ョ
ン
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
専

用
の
機
能
で
あ
り
、
電
話
番
号

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
表
示
さ

れ
た
電
話
番
号
に
直
接
つ
な
が

る
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
問
い
合

わ
せ
ま
で
の
導
線
を
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。

　
リ
ン
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
設
定

例
を
紹
介
す
る
。
通
常
、
広
告

本
文
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
際
の
リ

ン
ク
先
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
設
定
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。
そ
こ
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ペ
ー
ジ
を

リ
ン
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
設

定
す
る
。

　
例
え
ば
、
露
天
風
呂
な
ら
温

泉
の
ペ
ー
ジ
、
バ
イ
キ
ン
グ
な

ら
料
理
ペ
ー
ジ
、
期
間
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
な
ら
特
集
ペ
ー
ジ
と

い
っ
た
具
合
。
リ
ン
ク
と
し
て

表
示
す
る
文
字
数
は

文
字
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
広
告
本
文

の
リ
ン
ク
先
が
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

で
は
な
い
場
合
は
、
リ
ン
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
に
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

設
定
す
る
の
も
効
果
的
だ
。

　
電
話
番
号
表
示
オ
プ
シ
ョ
ン

で
施
設
の
電
話
番
号
を
表
示
す

る
場
合
は
、
電
話
受
付
可
能
時

間
に
合
わ
せ
て
、
電
話
番
号
を

表
示
す
る
時
間
帯
を
必
ず
設
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
無
駄
な

ク
リ
ッ
ク
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
便
利
な
機
能
で
は

あ
る
が
、
予
約
さ
れ
た
お
客
さ

ま
が
車
な
ど
で
施
設
を
訪
れ
る

際
に
道
順
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

の
た
め
に
ク
リ
ッ
ク
す
る
場
合

も
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
き
た

い
。

　
広
告
表
示
オ
プ
シ
ョ
ン
単
位

の
掲
載
効
果
は
、「
統
計
情
報
」

サ
ブ
タ
ブ
の「
表
示
切
替
項
目
」

―
「
当
該
の
広
告
表
示
オ
プ
シ

ョ
ン
と
そ
の
他
」
か
ら
確
認
で

き
る
。
リ
ン
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
経

由
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
数
や
、

ス
マ
ホ
で
電
話
番
号
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
た
回
数
な
ど
の
確
認
が

可
能
で
あ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｃ
広
告
の

成
果
を
だ
す
た
め
に
是
非
広
告

オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
　
的
場
弘

明
）
＝
隔
週
掲
載
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
朝
日
旅
行
に
事
務
局
を
置
く
、
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
佐
藤
好
億
会
長
、
１
７
９
会
員
）
の

創
立

周
年
記
念
式
典
・
感
謝
の
集
い
「
継
承
と
共
創
」
が

月

日
、
東
京
都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
開
か
れ

た
。

年
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
世
代
を
超
え
て
未
来
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
基
調
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

パネルディスカッションの様子

　
熊
本
県
の
黒
川
温
泉
を
代

表
す
る
新
明
館
や
山
み
ず
木

の
姉
妹
旅
館
と
な
る
深み

山や
ま

山さ
ん

荘そ
う

が
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
温
泉
の
中
で
も
、
特

に
自
然
に
恵
ま
れ
た
奥
黒
川

温
泉
の
山
み
ず
木
に
隣
接
。

敷
地
は
９
７
８
０
平
方
㍍

で
、
全
８
棟

室
の
離
れ
を

中
心
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
と

温
泉
棟
な
ど
で
構
成
。
敷
地

全
体
が
日
本
の
原
風
景
と
も

い
え
る
山
里
の
よ
う
な
佇
ま

い
と
な
っ
て
い
る
。
素
泊
ま

り
料
金
を
基
本
に
必
要
に
応

じ
て
夕
食
や
朝
食
を
つ
け
る

ホ
テ
ル
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し

た
。

　
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
に
こ
だ

わ
っ
た
客
室
に
は
、
源
泉
掛

け
流
し
の
意
匠
の
異
な
る
内

風
呂
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
４

室
に
は
露
天
風
呂
も
配
置

し
、
１
室
は
特
別
室
に
。
眺

望
も
す
べ
て
異
な
り
、
川
沿

い
や
田
畑
の
前
、
高
台
な
ど

を
楽
し
め
る
。
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
や
テ
ー
ブ
ル
席
を
広
め
に

と
っ
た
和
室
タ
イ
プ
や
山
荘

の
よ
う
な
高
台
に
あ
る
洋
室

タ
イ
プ
な
ど
が
あ
る
。

　
露
天
風
呂
付
き
タ
イ
プ
は

満
天
の
星
空
を
眺
め
る
た
め

に
設
計
。
特
別
室
は
洋
室
の

モ
ダ
ン
と
旅
館
の
レ
ト
ロ
を

掛
け
合
わ
せ
た
深
山
山
荘
唯

一
の
空
間
で
、
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
す
ぐ
目
の
前
に
、
完
全

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
半
露
天
風

呂
が
付
い
て
い
る
。

　
食
事
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
み

や
ま
ダ
イ
ニ
ン
グ
畔あ

ぜ

」
で
。

熊
本
や
阿
蘇
の
素
材
を
生
か

し
た
朝
食
を
は
じ
め
、
昼
食

６
コ
ー
ス
、
夕
食
４
コ
ー
ス

を
用
意
。
日
帰
り
で
温
泉
や

食
事
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ

ン
も
用
意
し
て
い
る
。

　
温
泉
大
浴
場
棟
「
村
中
の

湯
『
た
ゆ
た
ゆ
』
」
＝
写
真

＝
は
源
泉
掛
け
流
し
の
本
格

的
な
檜
風
呂
。
建
物
も
地
元

の
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

豪
華
な
建
築
だ
。
入
湯
手
形

の
対
象
施
設
に
も
な
っ
て
い

る
。
大
人
２
人
利
用
で
１
人

１
泊
２
万
１
６
０
０
円
か
ら
。
別
途
、
入
湯
税
が
か
か

る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
１
５
年
２
月
か
ら

「
感
謝
の
気
持
ち
を
乗
せ

て
。
山
陽
新
幹
線
全
線
開
業


周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　
１
９
７
５
年
３
月

日
に

山
陽
新
幹
線
の
岡
山
―
博
多

間
が
開
業
し
、

年
３
月
に

全
線
開
業
（
新
大
阪
―
博
多

間
）
か
ら

周
年
を
迎
え
る

の
を
記
念
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
ま
た
、
山
陽
新
幹
線
の

全
線
開
業
は
東
海
道
新
幹
線

と
の
直
通
運
転
で
東
京
―
博

多
の
約
１
１
０
０
㌔
㍍
が
高

速
鉄
道
で
結
ば
れ
て

年
と

い
う
節
目
の
年
と
な
る
。

　
全
線
開
業
以
降
、
阪
神
大

震
災
に
よ
る
不
通
な
ど
も
あ

っ
た
が
、
当
時
の
世
界
最
高

と
な
る
「
５
０
０
系
」
車
両

の
時
速
３
０
０
㌔
運
転
や
、

九
州
新
幹
線
と
の
直
通
運
転

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
行

わ
れ
、
現
在
１
日
あ
た
り
約


万
人
、
開
業
以
来
約

億

人
の
利
用
が
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
こ
れ

ま
で
の
利
用
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り

愛
さ
れ
る
山
陽
新
幹
線
を
目

指
し
、
関
西
を
は
じ
め
沿
線

各
地
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

も
に
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
山
陽
新
幹
線
を
軸
と
し
た

観
光
ル
ー
ト
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
あ
わ
せ
て
記
念
ロ
ゴ
マ

ー
ク
＝
写
真
＝
も
作
成
。
マ

ー
ク
に
は

周
年
に
か
け
て

４
本
の
新
幹
線
車
両
を
配

置
。
現
在
運
行
し
て
い
る
Ｎ

７
０
０
系
、
７
０
０
系
（
レ

ー
ル
ス
タ
ー
）
、
５
０
０
系

と
開
業
当
時
の
０
系
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
。

　
今
後
は

周
年
を
記
念
し

た
記
念
グ
ッ
ズ
や
復
刻
商
品

の
発
売
の
ほ
か
、
特
別
企
画

商
品
や
旅
行
商
品
が
発
売
さ

れ
る
。
ま
た
、

年
３
月


日
に
は
、
記
念
式
典
も
開
催

す
る
。

　
会
員
ら
約
３
０
０
人
が
出

席
し
た
。
檜
枝
岐
歌
舞
伎

「
寿
式
三
番
叟
」
が
披
露
さ

れ
た
後
、
来
賓
の
ジ
ェ
イ
テ

ィ
ー
ビ
ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
田
川

博
己
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
「
お
も
て
な
し
を
外
国

人
に
具
体
的
に
可
視
化
す
る

の
は
難
し
い
が
そ
れ
が
で
き

る
の
は
日
本
の
生
活
文
化
で

は
な
い
か
。
そ
の
原
点
に
い

る
の
は
秘
湯
の
会
の
皆
さ
ん

だ
。
守
る
た
め
に
は
お
金
も

儲
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

守
り
な
が
ら
ど
う
や
っ
て
い

く
の
か
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
含
め

た
旅
行
会
社
の
仕
事
」
と
語

り
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
し
っ
か
り
応
援
し
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　
参
議
院
議
員
の
長
谷
川
岳

総
務
大
臣
政
務
官
、
環
境
省

の
小
川
晃
範
大
臣
官
房
審
議

官
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代

表
處
の
沈
斯
淳
代
表
も
祝
辞

を
述
べ
た
。
続
い
て
映
画
監

督
の
崔
洋
一
氏
に
よ
る
記
念

講
演
や
、祝
舞「
松
づ
く
し
」

と
郷
土
芸
能
「
花
笠
踊
り
」

が
上
演
さ
れ
た
。

　
「
秘
湯
へ
の
ロ
マ
ン
（
情

熱
）
は
、
世
代
を
繋
ぎ
未
来

へ
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
佐
藤

会
長
（
二
岐
温
泉
大
丸
あ
す

な
ろ
荘
）
、
佐
々
木
義
朗
氏

（
丸
駒
温
泉
旅
館
）
、
遠
藤

淳
一
氏
（
高
湯
温
泉
吾
妻

屋
）
、
山
﨑
太
一
朗
氏
（
岩

間
温
泉
山
﨑
旅
館
）
、
武
石

悠
佳
さ
ん
（
山
の
宿
寒
の
地

獄
旅
館
）
が
登
壇
。
遠
藤
哲

也
氏
（
姥
湯
温
泉
桝
形
屋
）

が
司
会
を
行
っ
た
。

　
「
次
の
世
代
に
何
を
引
き

継
い
で
い
く
べ
き
か
」
の
質

問
に
佐
々
木
氏
は
「
次
の
世

代
を
育
て
る
た
め
に
は
人
と

し
て
何
を
す
べ
き
か
、
小
さ

な
宿
は
地
域
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
。
地
域
に
根
ざ

し
て
や
っ
て
い
く
。
秘
湯
は

人
作
り
」
、
武
石
さ
ん
は

「
会
の
宿
は
源
流
に
あ
る
宿

が
多
い
。
自
然
環
境
を
守
っ

て
引
き
継
ぐ
」、遠
藤（
淳
）

氏
は
「
地
熱
開
発
問
題
が
国

策
と
し
て
進
ん
で
い
る
。
自

然
、
温
泉
を
守
る
人
が
動
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
山

﨑
氏
は「『
里
山
資
本
主
義
』

を
読
ん
で
山
は
宝
の
山
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。
祖
父
母
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
財
産
。
自
然
環

境
を
守
る
」
な
ど
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
最
後
に

佐
藤
会
長
が「
宿
屋
は
地
方
、

地
域
の
文
化
材
。
地
域
の
心

の
集
約
の
場
所
で
あ
る
。


周
年
に
向
け
た

年
は
地
方

の
文
化
が
な
く
な
る
と
何
が

起
こ
る
の
か
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
行
政
も
ふ
く
め

て
理
解
し
て
も
ら
え
る
社
会

作
り
、
経
済
環
境
作
り
を
し

な
け
れ
ば
今
後
の
地
方
文
化

は
あ
り
え
な
い
」
と
会
員
ら

に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
佐
藤

会
長
の
基
調
講
演
で
は
「
次

の
世
代
を
担
っ
て
い
く
宿
屋

作
り
、
地
域
作
り
、
環
境
作

り
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
我
々
自
身
が
地
域
の
文

化
材
に
な
れ
な
い
。
朝
日
旅

行
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
な

が
ら
、
今
日
の
テ
ー
マ
で
あ

る
『
継
承
と
共
創
』
の
精
神

で
や
っ
て
い
く
」
と
強
調
。

出
席
者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　
式
典
後
、
同
会
場
で
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

　
翌

日
は
同
会
場
で
、
１

４
６
会
員
が
出
席
者
し
、
第


回
２
０
１
４
年
度
定
時
社

員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
役

員
の
改
選
を
行
い
、
代
表
機

能
を
対
外
的
と
対
内
的
に
分

割
し
、
２
人
の
代
表
理
事
を

設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。

　
佐
藤
会
長
が
代
表
理
事
兼

名
誉
会
長
に
、
佐
藤
和
志
氏

（
鶴
の
湯
温
泉
）
が
代
表
理

事
兼
新
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。

　
佐
藤
名
誉
会
長
は
環
境
省

を
な
ど
官
公
庁
の
折
衝
、
大

学
と
の
連
携
な
ど
対
外
業
務

を
担
当
す
る
。
佐
藤
新
会
長

は
経
営
戦
略
本
部
長
も
兼
任

し
、
広
報
、
会
報
な
ど
対
内

業
務
を
担
当
す
る
。

【
遠
藤
真
澄
】


